
22 ウォーターカーテン保温によるニラ高品質安定技術

一定の低温に遭遇させずに捨て刈り・収穫を行う「早期捨て刈り」により、年内の高
単価時期の出荷量増加が可能になります。また、管理作業が簡便な「ウォーターカーテ
ン（ＷＣ）」で夜温を確保し、昼温を慣行より低く管理することで品質（葉幅）が維持
され、作業時間や人件費の削減につながります。

【研究内容・成果】

・10月の早期捨て刈りにより高単価時期（年
内）の出荷量が増加します。

・ＷＣは操作が容易であることに加え、適切な
温度管理（夜温８℃、昼温25℃）により品質
が維持され、収穫・調製作業の簡易化と作業
時間の短縮につながります。

【研究の背景】

【技術の活用方法・期待される効果】

（担当室・連絡先）
農業総合研究センター 野菜研究室・028-665-7142

・本県のニラ栽培では、年内の出荷量
の拡大や品質維持、省力化が求めら
れています。

・そこで、「早期捨て刈り」と
「ウォーターカーテン保温」を組み
合わせた経営改善効果を検証しました。

・従来の作型では収穫量の少ない高単価
時期の出荷が可能になり、生産者の所
得向上につながります。

・年間を通じた安定出荷が可能になり、
本県の産地競争力及びブランド力の向
上につながります。

研究課題名：ウォーターカーテン保温によるニラ高品質安定生産技術の確立

粗収益計

（千円/10a）

収穫・調製

(時間/10a)

保温管理

(時間/10a)

作業時間計

(時間/10a)

人件費

(千円/10a)

WC償却

(千円/10a)

収益

(千円/10a)

実証区 10,228 1,660 29.8 1,690 1,804 44.4 8,380

慣行区 10,078 1,793 157.7 1,950 2,083 ー 7,995
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